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条件: 位相
刺激の位相を30°ずつ (7段階) で180°まで
ずらす (振動の位相を用いて表す)

皮膚けん引: 振動から -60° 常にずらす

・能動運動中に運動錯覚を生起させることで，把持物体の知覚に
影響を及ぼせるか調査する

・自己受容感覚は把持物体の重さや長さ知覚に貢献している [1,2]
・筋 ( 筋紡錘 ) に振動刺激や皮膚けん引を提示することで，身体があたかも
動いているような錯覚 ( 運動錯覚 ) が生起する [3]

・|-振動刺激 : 重さ良く変化 ( ばらつき , 個人差大 )
・|-皮膚けん引 (抵抗感を強く提示 ): 重心位置前へ移動  - 切り返すタイミングか
・ ↳組み合わせ刺激 : 90°程度で重くなる ⇒ 運動 ( 速度 ) を阻害すると重さ変化？

手法

研究背景 & 目的 実験結果 ( 物体の重さ，長さと重心位置の項目 )

考察 & 展望

参考

振動 :
70Hz 
正弦波振動を前腕と肘に

前腕の周期運動 :
メトロノームの音 (0.5Hz) に合わせて
屈曲と伸展

展望

研究目的

・ 箱ひげ図 - 箱がない条件 :
4 ( 変化なし ) の回答が多い (N=13)  
・物体知覚の変化は生起した 
( 個人差大きい )
Wilcoxon の符号順位検定 (1 サンプル )
○ 物体重さ
組み合わせ刺激 + 90, 120°
⇒ 重くなることが多かった
○ 物体重心位置
 皮膚けん引 + 90° ( 実際は 30° )
 ⇒ 前への移動が多く知覚された

・ 個人差大 → 運動を統制 ( 刺激に運動が引っ張られないように )
・刺激手法 ( 刺激箇所，位相，波形 ) を検討する位相 : 180°

基準となる位相 (0 degree)

評価方法 :
腕と物体の特性について (10 項目 ) アンケート主観評価 (7段階リッカートスケール )
合計 42 条件 (位相 (7) x 刺激方法 (3) x 棒の有無 (2))

皮膚けん引 :
肘近くの皮膚を
正弦波状にけん引
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※ 予稿では，誤って重心位置の尺度が逆になっています

周期運動中に特定のタイミングで自己受容器を刺激することで
把持物体の知覚を変調させられる条件があった
 ( 特に重さと重心位置 )

刺激 : 下方向の運動錯覚を生起させる


